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1. はじめに
情報システムを利用するユーザの持つ興味関心は

重要であり，情報フィルタリング [6]，ユーザ同士の
コミュニティ分析 [3] など様々の観点から研究が行な
われている．この中で特にユーザの持つ興味関心を
モデル化することが重要となる．しかしながらこれ
ら研究では blog や BBS などある特定のサービスを
もとにユーザプロファイリングを行なっており，こ
れでは該当サービス上での興味関心は把握できるも
ののサービス外を含めユーザの大域的な行動を分析
していないため，ユーザの興味関心を正しく把握で
きていないのが現状である．またユーザの興味関心
の評価にユーザの興味に適合する情報の適合率，再
現率を用いている．このような情報検索システムの
評価手法を用いた場合，ユーザ，文書といった自由
度があり，必ずしもプロファイリングされたユーザ
の持つ興味関心が評価されているわけではない．
本研究ではユーザの行動パターンが網羅的に記録

されたアクセスログからユーザの興味パターンを抽
出し，自己組織化マップによりマップ上にモデル化
する手法を提案する．そして得られた興味パターン
マップがどの程度ユーザの興味関心を現しているの
かを，ユーザの検索エンジンに投入するキーワード
を用いて評価した．その結果について報告する．

2. 関連研究
ユーザの興味関心に関する情報を分析する研究と

して，KANSHIN [1]や blogWatcher[2]などがある．
これらは blog サイトから RSS を定期的に収集し，
記事の解析を行い，興味関心パターンの分析を行なっ
ている．しかしながらこれら研究では blog や BBS
などある特定のサービスを用いたものであり，これ
では該当サービス上での興味関心は把握できるもの
の，サービス外を含めユーザの大域的な行動を分析
していないため，ユーザの興味関心を正しく把握で
きていないのが現状である．
また Web サーバ，プロキシなどのログを用いて

網羅的にユーザの閲覧した情報を分析する研究もあ
る．橘高らの研究 [5]では閲覧したページを興味のあ
るページと仮定し，閲覧したページをもとにユーザ
の興味をモデル化している．しかしこの研究ではモ
デル化されたユーザの興味関心の評価に，ユーザに
適合する情報かという観点において，適合率，再現
率が用いられている．これではユーザの興味関心が
直接的に評価されたわけではなく，適合する文書の
自由度を含めて評価される．
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本稿ではユーザの閲覧行動パターンが網羅的に記
録されたWebアクセスログからユーザの興味パター
ンを抽出し，自己組織化マップによりマップ上にモデ
ル化する．ユーザの興味関心を 2 次元平面上に射影
することで見た目にもわかりやすく抽出することが
可能となる．そして得られた興味パターンマップがど
の程度ユーザの興味関心を現しているのかを，ユー
ザが検索エンジンに投入したキーワードを用いて評
価する方法を提案する．

3. 興味パターンの抽出手法
本研究での興味パターンの抽出方法を述べる．ま

ず各ユーザの興味パターンを抽出するまでの流れを
図 1 に示す．
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図 1: 興味パターン抽出システムの概要

はじめに各ユーザの Web 閲覧履歴が保存されて
いるログを用いて，各ユーザが閲覧した Web ペー
ジ集合 Ui = (w1, w2, . . . , wn) を求める．wj(j = 1
∼ n) は閲覧した Web ページの特徴ベクトルとし，
その作成方法は次の通りである．

1. HTML から不要なタグやスクリプト，ヘッダ
部分を削除する．

2. 残ったテキストを mecab1 を用いて単語に分
割する．その際名詞や動詞以外は削除する．

3. ストップワード処理として，ひらがな，カタ
カナ 1 文字の単語は形態素解析に失敗してい
る可能性が高いために除外し，全体で出現頻
度に閾値を設定する．

4. 次に各単語に重みを付けるために各単語の tf-
idf 値を次式により計算する．

w(t, d) = tf(t, d) · idf(t)
1http://mecab.sourceforge.jp/
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idf(t) = log(N/df(t))

ただし，tf(t, d)は Web サイト d における単語 t の
出現頻度であり，N はユーザの閲覧した総 Web サ
イト数，df(t) は単語 t が 1 回以上出現する Web サ
イト数である．
3.1 自己組織化マップを用いた興味マップの作成
各ユーザが閲覧したWeb ページベクトル Ui は多

次元ベクトル集合として現わされる．このままでは
ユーザの興味関心の直接的把握が困難なため，適切
なクラスタリングを行ない，次元圧縮する必要があ
る．ここで自己組織化マップ [4]を用いてユーザの閲
覧したWeb ページベクトル Ui = (w1, w2, . . . , wn)
を入力として相互の距離関係を可能な限り保持した
状態でこの特徴ベクトルを 2 次元平面上に写像する．
これにより 2 次元平面に射影されたユーザの興味関
心を参照することが可能となる．こうして得られた
ユーザの興味パターンマップが図 2 である．なおこ
のユーザは「名古屋 観光」，「名古屋駅 アクセス」，
「万博 EXPOシャトル」といった検索キーワードを
投入しており，それに関連した「愛 地球」，「ホテル
愛知」，「JR きっぷ」などの単語がマップ上にも出現
していることがわかる．
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図 2: 得られたユーザの興味パターンマップ

4. 評価実験
ここでは得られた興味パターンマップがどの程度
ユーザの興味を現しているのかを評価する．まず各
ユーザの興味パターンマップを抽出した．抽出した
データは表 1 の通りである．

表 1: 実験データ
実験期間: 2005年 8 ∼ 9 月

興味パターン抽出タイミング: 1 日単位
総ユーザ数: 2,719 人

ユーザ当たりの平均 PV: 314

得られた興味パターンマップがどの程度ユーザの
興味関心を現しているのかという評価方法は次の手
順により行なう．

1. 興味パターン抽出日時のユーザの検索クエリ2

2Google, Yahoo!, MSN など代表的な検索エンジンに投入し
たキーワードをアクセスログから抽出する

Ki を保存する．
2. 検索クエリを抽出した興味マップ上に当ては
め，該当する単語を Wk とする．

3. シソーラス [8]を用いて Ki と Wk の類似度
S を求める．類似度の計算方法は次の式を用
いる [7]．ここで −→

Ki,
−→
Wk は各単語のシソーラ

スにおけるカテゴリ情報をベクトル化したも
のである．

S =
−→
Ki · −→Wk

|−→Ki||−→Wk|
類似度 S は 0 ∼ 1 の間で現される．しかし検索

キーワードがマップ上に存在していない可能性もあ
るため，再現率 R = マップ上に当てはまる単語があ
る場合/総検索キーワード数とし，類似度，再現率両
方を用いてユーザの興味関心が正しく得られたのか
を評価する．その評価結果が表 2 である．

表 2: 評価実験結果
総検索キーワード数: 102,034

類似度 S: 0.77
再現率 R: 0.81

5. おわりに
本稿ではアクセスログを用いて，ユーザの大域的
なWeb閲覧行動から自己組織化マップを用いて興味
パターンマップを抽出した．そしてこの興味パター
ンがユーザの興味関心を現しているのかをユーザが
検索エンジンに投入したキーワードを用いて評価し
た．その結果見た目にも分かりやすく，ユーザの興
味関心とも近い興味パターンマップが取り出せるこ
とを示した．
今後は抽出したユーザの興味パターンの遷移や他
者との違いの表現方法をどのようにするのかといっ
た問題が残されている．また得られた興味パターン
を他のシステムと連携して応用することも今後の課
題である．
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